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令和 6 年度京都大学特色入試 

経済学部（文系型） 
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【１】高等学校在学中に取り組んだこと、達成したこと、そこで得たものを具体的に書いてくだ

さい。 

 

【２】経済学部へ入学を希望する理由を書いてください。 

 

【３】Ａ：大学及び大学院生活において何をどのように学びたいか、具体的に設計してその内容

を書いてください。特に、大学院でどのような経済学・経営学の問題を研究していき

たいか、そのために学部でどのような知識やスキルを身につけたいか書いてくださ

い。 

   Ｂ：大学院修士課程あるいは博士後期課程修了後、大学・大学院で学んだことをどのよう

に活かしたいか具体的に書いてください。 

 

【４】Ａ：現時点で、歴史的・文化的背景を重視した包括的なアプローチとあなたの国際的な関

心・知識に基づいて取り組みたい社会的・経済的問題がどのようなものなのか具体的

に書いてください。 

   Ｂ：それがどのような意味で重要であると考えるのか具体的に書いてください。 
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【１】高等学校在学中に取り組んだこと、達成したこと、そこで得たものを具体的に書いてくだ

さい。 

注）別紙を追加することはできません。 
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【２】経済学部へ入学を希望する理由を書いてください。 

注）別紙を追加することはできません。 
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【３】Ａ：大学及び大学院生活において何をどのように学びたいか、具体的に設計してその内容

を書いてください。特に、大学院でどのような経済学・経営学の問題を研究していき

たいか、そのために学部でどのような知識やスキルを身につけたいか書いてくださ

い。 

    Ｂ：大学院修士課程あるいは博士後期課程修了後、大学・大学院で学んだことをどのよう

に活かしたいか具体的に書いてください。 
 

注）ＡとＢをわけて書いてください。 

別紙を追加することはできません。 
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【４】Ａ：現時点で、歴史的・文化的背景を重視した包括的なアプローチとあなたの国際的な関

心・知識に基づいて取り組みたい社会的・経済的問題がどのようなものなのか具体的に書

いてください。 

Ｂ：それはどのような意味で重要であると考えるのか具体的に書いてください。 
 

注）ＡとＢをわけて書いてください。 

別紙を追加することはできません。 
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